
 

Ⅱ 実践事例 
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実践事例１ Ａ小学校 第４学年 

横断単元名「育ちゆく体とわたしたちの生命」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

この実践のここがポイント！ 

 

 

 

 

教科等 配時 主な学習活動・内容 主な支援 評価規準（方法） 

道
徳
科 

１ 

自他の生命の大切さ（D-19） 

〇資料を読み，登場人物の立場

で考える。 

・生命の尊さを知り，生命ある

ものを大切にすること。 

 

場面ごとの登場人物

の心情について，ワーク

シートの吹き出しに記

入させる。 

＜評価の視点＞ 

生命はかけがえのな

いものであることを知

り，大切にしようとし

ている。（③：観察） 

体
育
科 

４ 

★ 

育ちゆく体とわたし 

〇身長の伸び方，体つきの変

化，初経や，精通などについ

て，資料から読み取る。 

・体の発育・発達，体をよりよ

く発育・発達させるための生

活について。 

 

助産師が，初経，精通

などの仕組みや働き，新

しい命の誕生について，

専門的立場から解説す

る。 

 

 

初経や精通，異性へ

の関心が芽生えること

について理解し，体や

心の変化は個人差があ

るものの誰にでも起こ

る現象であることを捉

えている。（①：ワーク

シート） 

特
別
活
動 

１ 

自分の成長を見つめよう（３—

ア） 

○保護者と胎児心音や産声を

聞いたり，自分の成長に関す

る話を聞いたりする。 

・自分が生まれてきたときはみ

んなから待ち望まれ，喜ばれ

迎えられたこと。 

 

 生命の誕生に関して

助産師が説明したり，

DVD を鑑賞させたりす

る。 

 

 

自分の成長を見つめ

自他の生命の大切さに

ついて考えている。

（②：ノート，観察） 

 

外部講師と事前に十分に打合せを行い，

性に関する指導の全体計画に基づいた指導

内容を適切に指導できるよう調整する。 

単 元 計 画 

教 科 等 横 断 的 単 元 の 目 標 

① 生命の誕生，体の発育・発達における個人差，思春期の体の変化，異性への関心の芽生

え，体をよりよく発育・発達させるための生活について理解することができる。【知】 

② 自分の成長を見つめ，自他の生命の大切さについて考えることができる。【思・判・表】

③ 自分の体の発育・発達に関心をもち，心身の発育・発達等を肯定的に捉え，自他の生命

を大切にしようとすることができる。【学び】 

個別・集団の組合せの工夫

 

単元の前後にアンケートを実施し，自分の

心身の発育，発達等についての不安や悩みの

有無について把握し，個別指導につなげる。

関係機関との連携の工夫 個別指導と集団指導の組合せの工夫 

関係機関との連携の工夫
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【本時について】 
「育ちゆく体とわたし」＜体育（保健領域）＞ ★（３／４時間目） 

 

 

 

 

☆本時の展開 

 学習活動・内容 

 
 
  

１ 前時に学習した，体の外側に起こる変化を振り返

り，体の内側に起こる変化を明らかにする本時学習

のめあてをつかむ。 

 

 

 

 
 
  

２ 初経や精通などの体の働きや心の変化について資

料を活用したり，ＧT（ゲストティーチャー：助産

師）の話を聞いたりしながら調べる。 

・男性には精通，女性には初経が起こる。 

・大人の体に近づいているしるしで，新しい命を生み

出すための体の準備が始まっている。 

・脳から出るホルモンの働きで，変化が起こる。 

・体の働きの変化の仕方や，変化が起こる時期は個人

差がある（人によって違いがある）。 

 
 
 
  

３ 異性への関心が芽生える，異性とのことで冷やか

されるなどの心の働きについて，資料を活用した 

り，日常生活を振り返ったりして調べる。 

 

 

 
 
 
  

４ 本時学習を振り返り，自分の体の内側や心の変化

について理解したことを文章にまとめたり，グルー

プで交流したりして本時学習をまとめる。 

 
 
 
 
 
 

・初経や精通，異性への関心が芽生えることについて理解することができる。【知】 

・体や心の変化は誰にでも起こる現象であることを捉えることができる。【知】 

思春期になると体の内側にはどのような変化

があるのか調べよう。 

 

体の内側の変化への問いをも

つことができるようにするため

に、既習図を提示して体の外側

にみられる変化を振り返る。 

「つかむ」工夫 

 本 時 の 目 標

 「さぐる」工夫 

体の働きなどについての理解

を促すために、GT（助産師）

が，初経などの仕組みや働き，

新しい命の誕生について，専門

的立場から解説をする。 

 

評価規準（評価方法） 

初経や精通，異性への関心

が芽生えることについて理解

している。（ワークシート）

体や心の変化は誰にでも起

こる現象であることを捉えて

いる。（ワークシート） 

 みつける」工夫

低学年の時の自分と比較しな

がら体験を想起させるために，

日常生活の具体的な場面を映像

で提示する。 

事前・事後の個別指導の具体例 

事前・事後アンケートにより，不安や悩

みについて記述があった児童や保護者から

の相談については，養護教諭等と協力し，

個別指導や助言を行う。 

目標到達しなかった児童への対応例 

心身の成長には個人差があることについ

て理解できなかった児童には，後日，養護

教諭等と連携して指導を行う。 

体の内側や心もだんだん大人へと近づいて

いく。 
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【
関
係
資
料
】
 

☆
 

本
時

の
板

書
例

 
                   ☆

 
体

の
成

長
を

振
り

返
る

児
童

 
 

 
 

 
 

 
 

☆
 

座
席

配
置

の
工

夫
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☆
 

性
に

関
す

る
指

導
の

年
間

指
導

計
画

例
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
☆

 
保

護
者

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
例

（
年

間
計

画
４

年
3

学
期

：
自

分
の

誕
生

を
見

つ
め

よ
う

）
 

                                

学
年
部
目
標

１
学
期

２
学
期

３
学
期

各
教

科

ひ
ろ
が
れ
え
が
お
（
生
活
）

ど
う
ぶ
つ
の
赤
ち
ゃ
ん
(国

語
）

道
徳

う
ま
れ

た
て
の
い
の
ち

お
か
あ
さ
ん
の
つ
く
っ
た
ぼ
う

し
ハ
ム
ス
タ
ー
の
あ
か
ち
ゃ

ん

特
別

活
動

な
つ
や
す
み
の
す
ご
し
か

た
（
2
－
ア
）

か
ら
だ
を
き
れ
い
に
（
２
－
ウ
）

ふ
ゆ
や
す
み
の
す
ご
し
か
た
（
２

－
ア
）

各
教

科

こ
れ
ま
で
の
わ
た
し
　
こ
れ

か
ら
の
わ
た
し
(生

活
）

道
徳

大
き
く
な
っ
た
ね

や
く
そ
く

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
元
気

で
す

か

「
生
き
て
い
る
か
ら
」

特
別

活
動

友
だ
ち
の
い
い
と
こ
ろ
を

み
つ
け
よ
う
（
２
－
イ
）

友
だ
ち
の
す
て
き
な
と
こ
ろ
（
２
－

イ
）

冬
休
み
の
過
ご
し
方
を
考

え
よ
う

（
２
－
ア
）

各
教

科

け
ん
こ
う
な
生
活
(保

健
）

道
徳

赤
ち
ゃ
ん
も
ご
は
ん
食
べ

て
る
よ
ね

お
か
あ
さ
ん
の
せ
い
き
ゅ
う

書 お
父
さ
ん
か
ら
の
手
紙

特
別

活
動

友
だ
ち
と
仲

良
く
し
よ
う
（
２
－
イ
）

自
分
や
友
だ
ち
の
よ
さ
（
２
－

イ
）

自
分
の
命

を
守
る
た
め
に
は
…

（
２
－
ウ
）

友
だ
ち
の
い
い
と
こ
ろ
を
再

発
見

（
２
－
イ
）

3
年
生
が
ん
ば
っ
た
ね

集
会

を
し
よ
う
（
１
－
ア
）

各
教

科

育
ち
ゆ
く
体
と
わ
た
し
(保

健
）

道
徳

ヒ
キ
ガ
エ
ル
と
ロ
バ

家
族
の
一
員
と
し
て

お
母
さ
ん
な
か
な
い
で

特
別

活
動

友
だ
ち
と
仲
良
く
（
２
－

イ
）

自
分
や
友
だ
ち
の
よ
さ
（
２

－
イ
）

男
女
が
協
力
で
き
る
集
会

を
し
よ
う
（
１
－
ア
）

２
分
の
１
成
人
式
思
い
出

文
集
を
つ
く
ろ
う
（
１
－
ア
）

自
分
の
誕
生
を
見
つ
め
よ

う
（
３
－
ア
）

各
教

科

心
の
健
康
(保

健
）

生
命
の
つ
な
が
り
（
４
）

（
理
科

）

け
が
の
防
止

(保
健

）
家

族
と
ほ
っ
と
タ
イ
ム
(家

庭
科
）

道
徳

「
命
」

家
族
の
た
め
に

「
太
陽
の
よ
う
な
え
が
お
」

が
命
を
つ
な
ぐ

特
別

活
動

男
女
仲
よ
く
協
力
し
よ
う

（
２
－
イ
）

友
だ
ち
の
よ
さ
、
自
分
の
よ

さ
を
見
つ
け
よ
う
（
２
－

イ
）

各
教

科

病
気
の
予
防

(保
健

）
体
の
つ
く
り
と
は
た
ら
き

（
理
科

）

病
気
の
予
防
(保

健
）

考
え
よ
う
こ
れ
か
ら
の
生

活
(家

庭
科
）

道
徳

命
の
ア
サ
ガ
オ

初
め
て
の
ア
ン
カ
ー

そ
の
思
い
を
受
け
つ
い
で

特
別

活
動

下
級
生
の
接

し
方
（
２
－

イ
）

男
女
協
力
し
よ
う
（
２
－
イ
）

友
だ
ち
の
よ
さ
再
発
見

（
２

－
イ
）

①
男
女
の
体
の
違

い
に
気
付
く
と
と
も

に
、
自
分
は
父
親
と
母
親

か
ら
生
ま

れ
、
愛
情
と
保
護
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ

た
こ
と
を
知
り
、
自
分
を
大
切

に
し
よ
う

と
す
る
気
持

ち
を
育
て
る
。

②
男
女
の
体
に
は
違
い
が
あ
る
が
、

人
間
と
し
て
共
に
大
切
な
存
在
で
あ

る
こ
と
を
知
り
、
男
女
の
別

な
く
仲
よ
く

し
よ
う
と
す
る
態

度
を
育
て
る
。

③
家
族
は
互
い
に
助
け
合
っ
て
生
活

し
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
家
族
の
一

員
と
し
て
協
力
し
て
い
こ
う
と
す
る
態

度
を
育
て
る
と
と
も
に
、
性

被
害
が
起

き
て
い
る
現
状
を
知
り
、
被
害
を
防
ぐ

方
法
を
身
に
付
け
る
。

低 学 年

①
体
の
つ
く
り
や
働

き
を
理
解
す
る
と

と
も
に
、
男
女
の
体

の
違
い
や
発

育
･

発
達
の
特
徴
を
知

り
、
互
い
に
尊
重

し
合
う
態
度

を
育
て
る
。

②
男
女
が
互
い
の
違
い
や
良
さ
に
気

付
き
、
互
い
に
相
手
を
尊
重
し
、
男

女
仲
よ
く
協
力
す
る
態
度

を
育
て
る
。

③
家
庭
の
機
能
に
つ
い
て
理

解
し
、

家
庭
に
お
け
る
自
分
の
役
割

を
自
覚

し
て
行
動
す
る
態
度
を
育

て
る
。
ま

た
、
性
情
報

を
正
し
く
受
け
と
め
、
適

切
に
行
動
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
て

る
。

中 学 年

①
心
身
の
発
育
･
発
達
に
は
男
女
や

個
人
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
こ
と
を
知

る
と
と
も
に
、
生
命
の
連
続

性
や
人
の

誕
生
に
つ
い
て
理
解
し
､
自
他
の
生

命
を
尊
重
す
る
態
度
を
育
て
る
。

②
異
性
に
対
す
る
心
は
男
女
に
違
い

が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
互
い
を
尊
重
し
、

よ
り
良
い
男
女
の
友
達
関

係
を
築
こ
う

と
す
る
態
度

を
育
て
る
。

③
家
族
や
社
会
に
お
け
る
男

女
の
役

割
に
つ
い
て
考
え
、
固

定
的
な
性
役

割
に
と
ら
わ
れ
ず
､
男
女
が
協
力

す
る

こ
と
の
大

切
さ
を
知

る
と
と
も
に
、
性
情

報
や
性
被
害
、
エ
イ
ズ
に
関
す
る
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、
健
康

で
安
全
な
生
活
を
営
む
態
度
を
育
て

る
。

高 学 年

１ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年
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実践事例２ Ｂ小学校 第５学年 

横断単元名「犯罪被害に関する適切な対応の仕方」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
   

この実践のここがポイント！ 

 

 

 

 

 

 

教科等 配時 主な学習活動・内容 主な支援 評価規準（方法） 

体
育
科 

 
 

 
 

 

１ 

犯罪被害の防止 

○公園にはどんな危険があ

るか予測して，犯罪被害に

あわないための安全な行

動の仕方を話し合う。 

・犯罪被害にあわないために

は，犯罪が起こりやすい場

所を避けること。 

・犯罪に巻き込まれそうにな

ったらすぐに助けを求め

ることが必要であること。 

 

公園のイラストを提示

し，「危険の予測」「安全な

行動」に分けて，自分の考

えを記入させる。 

 

 

犯罪被害にあわないため

の行動の仕方を理解するこ

とができる。（①：ワーク

シート） 

 

危険の予測や回避の方法

を考えている。（②：発言，

ワークシート） 

特
別
活
動 

１ 

★ 
自分の安全を考える 

（２－ウ） 

○性被害にあわない通信機

器の適切な使い方につい

て話し合う。 

・危険（性被害）にあわない

ための使い方について。 

・困った時の適切な対応の仕

方について。 

 

 

実際に起こっている性

被害について GT の話を

聞かせる。 

 一人一人が主体的に考

える機会となるよう，グル

ープ構成を工夫する。 

 

 

性被害にあわない通信機

器の使い方について自分で

意思決定している。（③：ワ

ークシート） 

 単 元 計 画 

教 科 等 横 断 的 単 元 の 目 標 

① 犯罪被害にあわないための行動の仕方を理解することができる。【知】 

② 犯罪被害にあわないための危険の予測や回避の方法について考え，話し合うことができる。 

【思・判・表】  

③ 自分で気を付けることを意思決定し，自分の身は自分で守ろうとすることができる。【学び】 

保護者との連携の工夫

個別・集団の組合せの工夫

 

実際に悩みがある人や困っている人は，学

級担任や養護教諭に相談するように促す。性

的な被害を受けた児童等を把握している場

合には，事前に本人や保護者にＧＴの話の内

容について知らせ，必要な配慮を行う。 

 

学習内容や子供の様子を知らせるととも

に，家庭での子供のインターネット利用の仕

方について注意を促す学級通信を発行する。 

（関係資料参考） 

保護者との連携の工夫 個別指導と集団指導の組合せの工夫
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【本時について】 
「自分の安全を考える」＜学級活動（２―ウ）＞ ★（１／１時間目） 

 

 

 

☆本時の展開 

 学習活動・内容 

 
 
  

１ 「携帯電話・スマートフォンの使い方アンケート」の結

果を見て，本時学習のめあてをつかむ。  

 

 

 

 
 
  

２ 導入動画を視聴し，問題点を考える。 

(１)自分で考える。 

・ＩＤを交換していいのかなぁ。 

・写真を送るのは危ないと思う。 

(２)グループで考える。 

(３)全体で交流する。 

３ 危険性について知る。 

(１)導入動画の結末を知る。 

・小学生の女の子じゃなくて大人だった。 

・インターネット上に写真をはられた。 

・家の場所や本名も知られている。 

・友達の写真まで要求された。 

(２)ＧＴの話を聞く。 

 
 
 
  

４ 危険にあわないために，どうすればよいか考える。 

・簡単に信用しない。 

・自分の写真や個人情報を送らない。 

・困ったときは大人に相談する。 

 
 
 
 

５ 危険にあわないための携帯電話・スマートフォンの使

い方や危険から身を守るための行動について意思決定を

し，本時の学習を振り返る。 

 

 

 
 
 

・危険にあわない携帯電話等の使い方について，自分で意思決定をすることができる。【学び】 

インターネット上で，トラブルや犯罪に巻き

込まれないようにするには，どのようにしたら

よいか考えよう。 

 

携帯電話・スマートフォ

ンの使い方の問題点を確認

するために，アンケート結

果を提示する。

「つかむ」工夫 

 本 時 の 目 標

 「さぐる」工夫

一人一人の発言の機会を

保障し，全体交流を活発に

するために，まず小グルー

プで考えを出し合わせる。 

 

評価規準（評価方法） 

危険にあわないための使

い方や，もしもの時の適切

な対応の仕方について，自

分で意思決定したことをワ

ークシートに記入すること

ができる。（ワークシート

への記入内容） 

 「さぐる」工夫

さらに大きな性被害等の

危険性を知ることができる

ようにするために，実際に

起こっている事例について

ＧＴが解説する。 

事前・事後の個別指導の具体例 

学習したことを家庭で継続して実践するこ

とが難しい場合など，家庭の背景等を考慮

し，担任と養護教諭等が連携して個別の指導

を行う。 

目標到達しなかった児童への対応 

意思決定できなかった児童は，個別に話を

聞き，具体例の中から自分が気を付けること

を選ばせる。 
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【
関
係
資
料
】
 

☆
 

本
時

の
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
例

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
☆

 
保

護
者

へ
の

通
信

例
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                 

  
  

  
 
  

 
  

 
  

 
  

 

 

先
週

の
金

曜
日

に
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

使
い

方
や

そ
の

危
険

性
に

つ
い

て
学

習
し

ま
し

た
。

こ
れ

ま
で

、
様

々

な
機

会
で

情
報

モ
ラ

ル
学

習
に

取
り

組
ん

で
き

て
い

る
た

め
、

動
画

を
見

る
と

、
 

「
小

学
校

６
年

生
の

女
子

と
言

っ
て

い
る

け
ど

、
本

当
か

分
か

ら
な

い
。
」

 

「
知

ら
な

い
人

と
、

Ｉ
Ｄ

交
換

を
す

る
の

は
良

く
な

い
。
」

 

「
自

分
の

写
真

（
個

人
情

報
）

を
送

る
の

は
絶

対
に

ダ
メ

。
」

 

と
記

述
し

て
い

て
、

し
っ

か
り

と
知

識
を

も
っ

て
い

る
と

感
じ

ま
し

た
。

 

し
か

し
、

昨
日

行
っ

た
“

ス
マ

ホ
体

験
学

習
”

で
は

、
使

っ
て

は
い

け
な

い
言

葉
を

書
き

込
ん

だ
り

、
実

名
で

書
き

込
み

を
し

た
り

す
る

子
が

多
く

い
ま

し
た

。
ま

た
そ

ん
な

状
況

を
“

危
な

い
”
、“

問
題

”
と

思
う

子
が

現
れ

な
い

ど
こ

ろ
か

、
ワ

イ
ワ

イ
と

楽
し

ん
で

い
る

様
子

で
し

た
。

そ
の

他
に

も
、

占
い

を
す

る
た

め
に

誕
生

日
を

入

力
す

る
な

ど
、

個
人

情
報

が
ネ

ッ
ト

上
に

次
々

と
…

。
頭

で
は

分
か

っ
て

い
る

の
に

、
実

際
に

使
う

と
き

に
は

判

断
が

で
き

な
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
し

た
。

 

そ
こ

で
、

(株
)〇

〇
よ

り
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
支

援
員

で
い

ら
っ

し
ゃ

る
〇

〇
さ

ん
に

ゲ
ス

ト
テ

ィ
ー

チ
ャ

ー
と

し
て

来
て

い
た

だ
き

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
で

実
際

に
起

こ
っ

た
ト

ラ
ブ

ル
や

犯
罪

に
巻

き
込

ま
れ

て
し

ま
っ

た
事

例
、

そ

の
原

因
を

話
し

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
 

  
  

 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

使
う

と
き

は
、

冷
静

に
判

断
で

き
な

く
な

っ
た

り
、「

自
分

は
大

丈
夫

」
と

思
っ

た
り

、
相

手
の

こ
と

を
信

用
し

や
す

い
性

質
が

あ
っ

た
り

す
る

た
め

、
被

害
に

あ
う

そ
う

で
す

。
特

に
、

ご
家

庭
に

お
い

て

ス
マ

ホ
等

で
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
し

て
い

る
場

合
、
「

う
ち

の
子

は
大

丈
夫

…
」
「

ま
だ

先
の

話
…

」
と

思
わ

ず
に

、
使

い
方

の
確

認
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

学
校

に
お

い
て

も
、

引
き

続
き

、
今

回
決

め
た

こ
と

を
守

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
か

確
認

す
る

と
と

も
に

、
正

し
く

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

使
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

指
導

し
て

い
き

ま
す

。
 

  

 

 
○

○
小

学
校

 
５

年
○

組
 

学
級

通
信

 
Ｎ

ｏ
．

○
○

 
〇

年
○

月
○

日
 

 
【

原
因

】
 

・
弱

み
を
に

ぎ
ら
れ

て
、
 

・
信

じ
て
（

思
い
込

ん
で
）
、
 

・
好

き
に
な

っ
て
、

 

（
夢

中
に
な

っ
て
）

 

 
【

結
果

】
 

・
お

ど
さ

れ
る

。
 

・
こ

わ
い

目
に

あ
う

。
 

（
性

被
害

に
あ

う
）
 

※
特

に
自

画
撮

り
被

害
が
増

加
 

 
【

対
策

】
 

・
知

ら
な
い

人
を

信
用

し
な

い
。

 

（
や

り
と
り

し
な

い
。
）

 

・
個

人
情
報

を
教

え
な

い
。
 

※
個

人
の
こ

と
が

分
か

る
も

の
全

て
 

・
大

人
に
相

談
す

る
。
 

「
情

報
に

関
す

る
適

切
な

対
応

の
仕
方

」
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
 

名
前

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

め
あ

て
 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

利
用

す
る

と
き

，
ト

ラ
ブ

ル
や

犯
罪

に
巻

き
込

ま
れ

な
い

よ
う

に
す

る

に
は

ど
の

よ
う

に
す

れ
ば

よ
い

か
考

え
よ

う
。

 

 １
 

動
画

を
見

て
，“

問
題

”
，“

危
険

”
だ

と
思

っ
た

点
が

あ
れ

ば
書

き
ま

し
ょ

う
。

 

【
自

分
の

考
え

】
 

（
 

あ
る

 
・

 
な

い
 

）
 

    【
友

達
の

考
え

】
 

（
 

あ
る

 
・

 
な

い
 

）
 

    

２
 

危
険

な
こ

と
に

巻
き

込
ま

れ
な

い
よ

う
に

す
る

に
は

，
ど

の
よ

う
に

す
れ

ば
よ

い
で

し
ょ

う
。
 

     ３
 

今
日

の
学

習
を

受
け

て
，
こ

れ
か

ら
あ

な
た

は
ど

う
し

て
い

き
ま

す
か

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
 

利
用

す
る

と
き

，
ど

ん
な

危
険

な
こ

と
に

巻
き

込
ま

れ
な

い
よ

う
に

，
ど

う
す

る
か

，
 

左
の

 
 

 
 

に
は

〇
〇

さ
ん

の
話

に
あ

っ
た

こ
と

か
ら

，
右

の
 

 
 

 
に

は
“

２
”
を

も
と

 

に
書

き
ま

し
ょ

う
。

 

 
 

し
な

い
！

 

す
る

！
 

よ
う

に
，

た
め

に
，

 

【
ど

ん
な

危
険

が
あ

る
か

】
 

【
ど

う
す

れ
ば

よ
い

か
】

 

 

【
カ

タ
ツ

ム
リ

さ
ん

】
 

と
ら

の
も

ん
南

小
６

年
生

 

【
け

い
こ

（
ケ

イ
）

さ
ん

】
 

と
ら

の
も

ん
北

小
５

年
生
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☆
 

活
動

計
画

例
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆
 

年
間

指
導

目
標

例
 性

 
に

 
関

 
す

 
る

 
指

 
導

 
目

 
標

 

①
 

生
命

の
誕

生
や

心
身

の
発

育
・

発
達

に
お

け
る

男
女

差
や

個
人

差
に

関
す

る
基

礎
的

事
項

を

理
解

し
、

自
己

の
性

を
受

容
し

、
自

分
を

大
切

に
し

よ
う

と
す

る
心

情
や

態
度

を
育

て
る

。
 

②
 

男
女

に
は

体
の

特
徴

や
発

達
段

階
な

ど
に

違
い

が
あ

る
が

、
互

い
に

相
手

の
人

格
を

尊
重

し

あ
う

こ
と

が
大

切
で

あ
る

こ
と

を
知

り
、

相
手

を
思

い
や

る
心

情
や

態
度

を
育

て
る

。
 

③
 

家
庭

に
お

け
る

役
割

は
、

男
女

の
別

な
く

分
担

し
、

互
い

に
助

け
合

う
こ

と
が

大
切

で
あ

る
こ

と
を

知
り

、
家

族
や

社
会

の
一

員
と

し
て

適
切

な
判

断
や

意
思

決
定

が
で

き
る

能
力

や
態

度

を
育

て
る

。
 

発
 
達

 
段

 
階

 
に

 
お

 
け

 
る

 
重

 点
 
目

 
標

 

低 学 年  

①
男

女
の

違
い

に
気

づ
き

、
自

分
は

父
親

・
母

親
か

ら
生

ま
れ

、
愛

情
と

保
護

に
よ

っ
て

育
て

ら
れ

た
こ

と
を

知
り

、
自

分
を

大
切

に
し

よ
う

と
す

る
気

持
ち

を
育

て
る

。
 

②
男

女
の

体
に

は
違

い
が

あ
る

が
、

人
間

と
し

て
と

も
に

大
切

な
存

在
で

あ
る

こ
と

を
知

り
、

男
女

の
別

な
く

仲
良

く
し

よ
う

と
す

る
態

度
を

育
て

る
。

 

③
家

族
は

互
い

に
助

け
合

っ
て

生
活

し
て

い
る

こ
と

に
気

付
き

、
家

族
の

一
員

と
し

て
協

力
し

て
い

こ
う

と
す

る
態

度
を

育
て

る
と

と
も

に
、

性
被

害
が

起
き

て
い

る
現

状
を

知

り
、

被
害

を
防

ぐ
方

法
を

身
に

付
け

る
。

 

中  学  年  

①
体

の
つ

く
り

や
働

き
を

理
解

す
る

と
と

も
に

、
男

女
の

体
の

違
い

や
発

育
・

発
達

の
特

徴
を

知
り

、
互

い
に

尊
重

し
あ

う
態

度
を

育
て

る
。

 

②
男

女
が

互
い

の
違

い
や

良
さ

に
気

付
き

、
互

い
に

相
手

を
尊

重
し

、
男

女
仲

良
く

協
力

す
る

態
度

を
育

て
る

。
 

③
家

庭
の

機
能

に
つ

い
て

理
解

し
、

家
庭

に
お

け
る

自
分

の
役

割
を

自
覚

し
て

行
動

す
る

態
度

を
育

て
る

。
ま

た
、

性
情

報
を

正
し

く
受

け
止

め
、

適
切

に
行

動
し

よ
う

と
す

る

態
度

を
育

て
る

。
 

高 学 年  

①
心

身
の

発
育

・
発

達
に

は
男

女
や

個
人

に
よ

っ
て

違
い

が
あ

る
こ

と
を

知
る

と
と

も
に

、

生
命

の
連

続
性

や
人

の
誕

生
に

つ
い

て
理

解
し

、
自

他
の

生
命

を
尊

重
す

る
態

度
を

育

て
る

。
 

②
異

性
に

対
す

る
心

は
男

女
に

違
い

が
あ

る
こ

と
を

知
り

、
互

い
を

尊
重

し
、

よ
り

良
い

男
女

の
友

達
関

係
を

築
こ

う
と

す
る

態
度

を
育

て
る

。
 

③
家

庭
や

社
会

に
お

け
る

男
女

の
役

割
に

つ
い

て
考

え
、

固
定

的
な

性
役

割
に

と
ら

わ
れ

ず
、

男
女

が
協

力
す

る
こ

と
の

大
切

さ
を

知
る

と
と

も
に

、
性

情
報

や
性

被
害

、
エ

イ

ズ
に

関
す

る
こ

と
な

ど
に

つ
い

て
認

識
を

深
め

、
健

康
で

安
全

な
生

活
を

営
む

態
度

を

育
て

る
。

 

 
活

動
内

容
 

活
動

時
間

 

事
  

前
 

○
 

携
帯

電
話

・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
保

有
率

，
使

用
状

況
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

を
す

る
。

 
○

 
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

か
ら

，
何

が
問

題
で

あ
る

か
話

し
合

い
，

学
級

全
体

で
解

決
し

て
い

こ
う

と
い

う
共

通
の

問
題

と
す

る
。

 
     ○

 
携

帯
電

話
・

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
な

ど
の

通
信

機
器

を
使

っ
て

い
て

，
自

分
が

疑
問

に
思

っ
た

こ
と

や
困

っ
た

こ
と

を
想

起
し

書
い

て
お

く
。

 

○
 

規
範

意
識

教
室

で
，

G
T

（
○

○
情

報
IC

T
支

援
員

）
よ

り
携

帯
電

話
・

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
に

つ
い

て
の

講
習

を
受

け
て

，
そ

の
危

険
性

や
使

う
際

に
注

意
す

る
こ

と
な

ど
を

理
解

す
る

。
 

○
 

タ
ブ

レ
ッ

ト
で

会
話

の
や

り
と

り
を

し
た

り
，

チ
ャ

ッ
ト

な
ど

の
体

験
学

習
を

行
っ

た
り

し
て

，
携

帯
・

ス
マ

ホ
の

便
利

さ
や

楽
し

さ
に

触
れ

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

（
町

IC
T

支
援

員
と

T
T

）
 

 

1
0

月
 
5

日
 

朝
の

活
動

 
1

0
月

1
1

日
 

朝
の

活
動

 
      1

0
月

1
2

日
 

朝
の

活
動

 
1

0
月

1
3

日
 

学
級

活
動

 
  1

月
3

1
日

 
 

総
合

的
な

学
習

の
時

間
 

本
  

時
 

○
 

携
帯

電
話

・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

な
ど

の
通

信
機

器
の

使
い

方
に

問
題

が
あ

っ
た

こ
と

を
ふ

り
返

り
，

危
険

に
遭

遇
し

な
い

た
め

の
通

信
機

器
の

使
い

方
や

，
も

し
も

の
時

，
ど

の
よ

う
に

対
応

し
た

ら
良

い
か

意
思

決
定

す
る

。
 

・
 

携
帯

電
話

・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
使

い
方

の
問

題
点

に
つ

い
て

確
認

す
る

。
 

・
 

D
V

D
を

見
て

，
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

こ
と

が
起

こ
っ

て
い

る
の

か
，

ま
た

自
分

だ
っ

た
ら

ど
の

よ
う

に
対

応
す

る
の

か
考

え
て

，
話

し
合

う
。

 
・

 
G

T
よ

り
小

学
生

が
情

報
の

氾
濫

に
よ

っ
て

性
犯

罪
に

巻
き

込
ま

れ
そ

う
に

な
っ

た
事

例
を

聞
き

，
そ

れ
ら

が
ど

の
よ

う
な

危
険

性
を

引
き

起
こ

す
の

か
考

え
る

。
 

・
 

危
険

に
遭

遇
し

な
い

た
め

の
携

帯
電

話
，

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

使
い

方
の

意
思

決
定

し
，

本
時

の
学

習
を

振
り

返
る

。
 

2
月

1
日

 
学

級
活

動
 

事
 

 後
 

○
 

本
時

で
学

ん
だ

こ
と

や
自

己
決

定
し

た
こ

と
を

，
家

庭
で

保
護

者
と

話
し

合
い

，
こ

れ
か

ら
の

使
い

方
に

つ
い

て
家

庭
で

の
約

束
事

を
決

め
る

。
 

○
 

家
庭

で
決

め
た

約
束

事
に

つ
い

て
学

級
で

交
流

し
，

互
い

に
守

っ
て

い
こ

う
と

す
る

意
欲

を
高

め
る

。
 

2
月

1
日

 
家

庭
学

習
 

 2
月

2
日

 
 

朝
の

活
動

 

【
共

通
の

問
題

】
携

帯
電

話
・

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

も
っ

て
い

る
人

が
多

い
が

，
間

違
っ

た
使

い
方

を
し

て
い

る
人

が
い

る
の

で
，

適
切

な
使

い
方

を
知

り
，

自
分

の
使

い
方

を
見

直
す

こ
と

が
必

要
だ

。
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実践事例３ Ｃ小学校 第５学年 

横断単元名「わたしたちの生命」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

この実践のここがポイント！ 

 

 

 
 
 
 

教科等 配時 主な学習活動・内容 主な支援 評価規準（方法） 

理
科 

 
 

 
  

７ 

人の誕生 

○人の発生について，養護教諭の説

明を聞いたり，資料を活用したり

して調べる。 

・人は，受精した卵子が母体内で少し

ずつ成長し，生まれてくること。 

 

 

人の発生について理解

できるように，養護教諭

が，絵図や模型を活用し

て説明する。 

 

人は，母体内で成長

して生まれることを

理解している。（①：ノ

ート，ワークシート

等） 

道
徳
科 

 
 

１ 
★ 

限りある命（D-19） 

○「命とは何か」「精一杯生きるとは，

どういう生き方をすることか」に

ついて話し合う。 

・生命はかけがえのないものである

ことを自覚し，限りある生命を精

一杯生きていこうとすること。 

 

考えを記入したノート

を各自がタブレットで撮

影して，クラス全体で共

有できるようにし，グル

ープで考えを交流できる

ようにする。 

＜評価の視点＞ 

「精一杯生きる」意

味を自分との関わり

で捉え，今後の時間を

大切に生きていこう

と考えている。（②：

観察，ノート） 

特
別
活
動 

 

 

 

1 

生命の大切さ 

○自他の生命の大切さについて話し

合う。 

・生命の始まりと自分の成長を知り，

これまで育ててくれた周囲の人に

感謝する気持ちをもち，命を大切

にしながら生きたいと思うこと。 

 

生命の誕生に関して助

産師が説明する。 

 

自分の生命は一つ

しかないものであり，

友達の生命と同様，大

切にしようとしてい

る。（③：ノート，観察）

 単 元 計 画 

教 科 等 横 断 的 単 元 の 目 標 
① 人は，母体内で成長して生まれることを理解することができる。【知】 

② 生命が多くの生命のつながりの中にあるかけがえのないものであることを捉えることができ

る。【思・判・表】 

③ 限りある生命を精一杯生きるために，これからの時間を自分や友達の命を大切にしながら生

きていこうとする心情をもつことができる。【学び】 

 

助産師等と連携を図り，児童の実態や目標を共

有し，経験や専門性を生かした効果的な指導を行

う。単元後も相談体制を継続する。 

関係機関との連携の工夫 

関係機関との連携の工夫 

 

 人や動物の誕生について関心をもち、理解

することができるこの時期に、理科「人の誕

生」に関連付けて、生命に関する内容の道徳

科、特別活動の学習を仕組む。 

発達段階に合わせた単元構成の工夫 

発達段階に合わせた 

単元構成の工夫 
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【本時について】 
「限りある命」＜道徳（D-19）＞ ★（１／１時間目） 

 

 

 

☆本時の展開 

 学習活動・内容 

 
 
  

１ アンケートの結果を見て，命に対する考え方を振

り返り，めあてをつかむ。  

 
 
  

２ 教材「命」（日本文教出版）を読んで話し合う。 

(１)由貴奈さんについて知り，病気と闘う由貴奈さんの

気持ちを考える。 

 ・どうして私がこんな病気に。 

・こわい。  ・苦しい。 

(２)由貴奈さんが考えた「命」について話し合う。 

 ・とても大切だ。 

・いつかはなくなる。 

・簡単には取りかえられない。 

・やっと神様から与えられるもの。 

・命がないと人間は生きられない。 

・休むことなく働いている。 

・命が疲れたと言うまで，精一杯生きる。 

 
 
 
  

３ 「精一杯生きる」という意味について考え，話し合
う。 

 
 
 
 
由貴奈さんにとっては 
・周りを明るくする。 
・誰に対してもやさしくする。 
・周りの人を気遣う。 
自分にとっては… 
・なんにでも最後まであきらめずにがんばる。 
・自分も友達も大切にして，一生懸命生きる。 
・どんなときも全力でチャレンジする。 
・１日１日を無駄にせずに，今の時間を大切にする。 

 
 
 
 

４ 本時で学んだことを，今後の自分の生き方にどう

つなげるか考える。 

 

 

 
 
 

・「精一杯生きる」意味を自分との関わりで捉え，今後の時間を大切に生きていこうと考える。 

命を大切にする生き方について考えよう。 

 

課題意識をもつことができるよ

うにするために，アンケートの結

果を提示し，自分の命に対する考

え方について振り返らせる。 

「つかむ」工夫 

 本 時 の 目 標

 「さぐる」工夫 

病気と闘う由貴奈さんの思い

を捉えることができるようにす

るために，由貴奈さんの生い立ち

や，詩を書いた経緯などを把握さ

せる。 

 

評価の視点（評価方法） 

「精一杯生きる」意味を自分

との関わりで捉え，今後の時間

を大切に生きていこうと考えて

いる。（ワークシート，観察） 

 「みつける」工夫 

クラス全体で共有して，グルー

プで考えを交流できるようにする

ために，考えを記入したノートを

各自がタブレットで撮影し，教師

の PC に送信させる。 

事前・事後の個別指導の具体例 

 アンケート結果等から，身近な人が亡くな

るなど，配慮が必要な児童を把握し，単元前

後の様子を観察して心情に寄り添った指導を

行う。 

目標に向けて配慮の必要な児童への対応 

 命を大切にすることについて否定的な感想

をもった児童がいた場合は，その背景を探り 

つつ児童の思いを汲み取るようにする。 

「精一杯生きる」とは，どういう生き方をすること

でしょう。 
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【関係資料】 
☆ 学年通信 

       

☆ 事前・事後アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

質問１ あなたは，命は大切だと思いますか。   質問４ あなたは，友達の命は大切だと思いますか。 

質問２ あなたは，自分の命を大切にしていますか。質問５ あなたは，友達の命を大切にしていますか。 

質問３ あなたは，時間を大切にしていますか。  質問６ あなたはまわりの人に大切にされていると思いますか。

氏　名 質問　1 質問　2 質問　3 質問　4 質問　5 質問　6
事前 4 3 2 4 3 4
事後 4 △4 △4 4 △4 3
事前 4 4 4 4 4 4
事後 4 4 4 4 4 ▼3
事前 4 3 1 3 2 2
事後 4 △4 △3 3 △3 2
事前 4 4 4 4 4 4
事後 4 4 4 4 4 4

○○　○○

事前事後アンケート結果(5年〇組)
　　　　　　　　　　　　　４．強く思う　　３．思う　　２．あまり思わない　１．全く思わない

○○　○○

○○　○○

○○　○○
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☆ 第５学年 学級活動（命の大切さ） 

 

１．主題名 自分や友達の生命を大切にする 

２．目標 ①生きているこの時(時間)の大切さを知ることができる。 

②「自分の生命を大切にする」「他者の生命を大切にする」とはどういうことか考えることができる。 

     ③自分が大切にされていないと感じた時、友達や大人(専門職含む)に相談しようとすることができる。 

３．展開 

段階 主な学習活動と内容 

導
入
５
分 

１．前時までの学習を想起し、本時の内容を確認する。GT の紹介(助産師の仕事・役割)を聞く。 

２．GT から本時の見通しを聞く。 

・助産師が感じている「今生きていること」の奇跡、生命の大切さを聞き、自分を大切に生きるとはどういう

ことかを一緒に考える。 

展
開
前
段
15
分 

１． 臨床で感じた生命の神秘性・有限性に関する話を聞く。 

・死産と出産  ・一晩で出産－お看取り—出産  ・出産直前に急死した妊婦さん 

・生命はいつ終わりが来るか誰にもわからない 

・終末期の患者さん「あの時こうしておきたかった」という言葉をたくさん聞いた。時間は巻き戻せない。

・このような出会い、経験をしたからこそ今元気にここにいれること、朝を迎えられること、大好きな人と

笑いあえること・・・それが私にとっては本当に奇跡的で、幸せなことと思える。必ず明日が来ると約束

されている人はいない。いつ何が起こるか分からない。「あの時こうしておけばよかった」と思わなくてい

いように「今」を精一杯生きてほしい。 

２．「精一杯生きる」ことについて話し合う。 

 ・前回の授業で考えた「精一杯生きる」とはどういうことか、自分の意見を友達に伝える。または前回の授業

から「精一杯生きるために日常生活で心がけていること」があれば出し合う。(全員での意見交流) 

展
開
後
段
１０
分 

１．「精一杯生きる」ことに関する話を聞く。 

 ・なぜ？→「自分なんて」「生きている意味がない」という人がいる。 

 ・奇跡的な確率でこの世に誕生したこと、たくさんの大人の愛情が 

あってここまで大きくなったこと。それは友達も同じ。 

 ・生命は大切、それは大前提として「あなた」が大切。 

２．「自分(の生命)を大切にする」とは具体的にどういうことか、班で話し合う。 

 

 

※その気持ちを大切に持ち続けてほしいことを伝える。 

３．反対に「自分が大切にされていない」と感じるのはどんな時か、 

班で話し合う。 

 

 

※感じ方が人それぞれであることを強調 

４．自分の生命も相手の生命も大切にする生き方とはどんな生き 

方か考える。 

・「NO(いやだ)、GO(逃げる)、TELL(相談する)」 

・相手の気持ち「いやだ」を尊重する。 

終
末
５
分 

１． 私たちが生きているこの時間は、当たり前ではないことを知る。 

・毎日が奇跡の連続であること。  

・与えられた時間があとどれくらいか分からない。 

・せっかく与えられた「今この時」を精一杯生きてほしい。 

２． 周りの大人を頼っていいことを知る。 

・みんなを応援したいと思っている大人はたくさんいる。 

・相談先の紹介、いつでも相談に来てよいことを伝える。 

３．この学習で学んだことを、今後の生活にどう生かしていくのか考え、発表する。 

〇自分を大切にしていると感じるのはどんな時？ 

〇自分が大切にされていないと感じるのはどんな時？ 
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実践事例４ Ｄ中学校 第１学年 
横断単元名「より良い人間関係を築く」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

この実践のここがポイント！ 

 

                      

 

 

 

教科等 配時 主な学習活動・内容 主な支援 評価規準（方法） 

特
別
活
動 

１ 

違いを考える（２－ウ） 

○男女の違いについて今まで

の考えを振り返る。 

・体力や体格の差 

・考え方の違い 

 

今までの生活の具体的

な場面を振り返り，男女

で違う理由を考えるよう

促す。 

 

異性との関係を振り返

り，課題を見出している。

（②：教育支援アプリへの

記述） 

保
健
体
育
科 

２ 

★ 

生殖機能の成熟 

○生殖に関わる機能の成熟に

ついて考える。 

・生殖機能の成熟 

・異性の尊重と性情報への対処 

 

自主的に学習に取り組

むことができるように，

調べ学習を行い，説明会

を設定する。 

 

生殖機能の成熟や異性

の尊重と性情報への対処

について理解している。

（①：教育支援アプリへの

記述） 

道
徳
科 

１ 

互いを認め合う（B—8） 

○友情，信頼について考える。 

・男女の考え方の違い 

 

ねらう道徳的価値につ

ながるように，二人の関

係で何を大切にしていく

必要があるかを問う。 

 

良さを認め合うことの

大切さについて自分との

関わりで考えを深めてい

る。（①②：教育支援アプリ

への記述） 

特
別
活
動 

５ 

自然体験学習（学校行事） 

○自然体験学習を通して，仲間

の良さを伝え合う。 

・互いの良さを見つけること 

・良さを伝え合うこと 

 

これまでの学びを体験

するために，学校行事の

中で良さを見付ける活動

や伝え合う活動を設定す

る。 

 

積極的に学習に取り組

み，異性とより良い関係

を築いていこうとしてい

る。（③：様相観察） 

 単 元 計 画 

 

学習内容を深化するために道徳科との関連

を図ったり，学習内容を実際の生活の場で実践

できるように学校行事との関連を図ったりし

ている。 

教 科 等 横 断 的 単 元 の 目 標 

① 生殖に関わる機能の成熟には個人差があり，性に関する適切な態度や行動の選択の必要性を理

解することができる。【知】                               

② 異性との関係について，自己の課題を見出し，より良い人間関係を築くために思考し判断する

とともに，他者に伝えることができる。【思・判・表】     

③ 積極的に学習に取り組み，異性とより良い関係を築いていこうとしている。【学び】    

 

性に関する学習の成果を蓄積し，いつでも自己

の学びを振り返ることができるように，教育支援

アプリを活用する。 

単元構成の工夫 ＩＣＴの活用 

ＩＣＴの活用 
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【本時について】 
「生殖機能の成熟」＜保健体育＞（１／２時間目） 

 

 

 

 

 

☆本時の展開 

 学習活動・内容 

 
 
  

１ 小学校の学習を振り返り，思春期の男女の体の変化

について考える。 

・乳房が膨らんでくる。 

・肩幅が広くなる。 

２ 本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 
 
  

３ 男女の生殖機能の発達について調べ学習をする。 

(1)班で役割を分担し，調べ学習をする。 

［男子］・性腺刺激ホルモンで精巣が発達する。 

    ・精通が起こる時期には個人差がある。 

［女子］・子宮内膜が厚くなり，月経が起きる。 

    ・初経が起こる時期には個人差がある。 

(2)説明シートにまとめる。 

 
 
 
  

４ 教育支援アプリを活用し，班内で説明会を行う。 

(1)調べた内容を説明する。 

(2)説明に対し，更に知りたいことを質問する。 

(3)質問に対してさらに深く調べる。 

・説明シートに追記 

 
 
 
  

５ 学習をまとめ，振り返りを行う。 

・内分泌の働きによって生殖機能が成熟する 

・その時期には個人差がある。 

 

 

 

 

 

思春期の体の変化について班で調べて、説明し

よう。 

 

評価規準（評価方法） 

内分泌の働きによって生殖に

関わる機能が成熟し，その時期

には個人差があることについて

理解したことを書き出してい

る。（教育支援アプリでの振り

返り記述）

 「さぐる」工夫 

効率よく調べ学習ができるよ

うに，教室の中心に資料集等を

置いた共同テーブルを設定した

り，タブレットを準備したりす

る。 

 

課題をもって学習を進めるこ

とができるように，小学校で学

んだ内容に対して，「なぜ，ど

うして」といった問いかけを繰

り返し行う。 

「つかむ」工夫 

・内分泌の働きによって生殖に関わる機能が成熟することを理解することができる。【知】 

・成熟の時期には個人差があることを理解することができる。【知】 

 本 時 の 目 標

 「みつける」工夫 

知識を深めることができる

ように，説明会の中で疑問に

思ったことや更に知りたい内

容などを質問し合う場を設定

する。 

事前・事後の個別指導の具体例 

授業に無関心な生徒に対しては、性意識に

も個人差があることを確認し、自分の存在を

肯定的に捉えるよう継続して支援する。 

目標到達しなかった生徒への対応例 

 説明会で作成した説明シートをもとに，一

つ一つ丁寧に確認していくとともに，自他の

成長について考える場を設定する。 

－32－



【関係資料】 
☆ 生徒の記述（教育支援アプリ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 保健体育科での座席配置図       ☆ 道徳科での座席配置図 
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☆ 年間指導計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１
年

２
年

３
年

題
　

　
材

【
心

身
の

機
能

の
発

達
と

心
の

健
康

】
〇

体
の

発
育

・
発

達
　

　
〇

性
機

能
の

成
熟

【
傷

害
の

防
止

】
〇

犯
罪

被
害

の
防

止
【
健

康
な

生
活

と
疾

病
の

予
防

】
〇

性
感

染
症

の
予

防
　

〇
共

に
生

き
る

社
会

ね
 ら

 い

１
　

中
学

生
期

が
体

の
発

育
・
発

達
に

と
っ

て
ど

ん
な

時
期

で
あ

る
　

か
を

理
解

し
、

望
ま

し
い

発
育

・
発

達
を

図
る

た
め

の
よ

り
よ

い
生

　
活

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

２
　

思
春

期
の

体
の

変
化

や
月

経
、

射
精

、
受

精
、

妊
娠

な
ど

の
　

仕
組

み
に

つ
い

て
理

解
し

、
不

安
や

悩
み

を
解

消
す

る
こ

と
が

で
　

き
る

。

１
　

犯
罪

被
害

は
、

さ
ま

ざ
ま

な
要

因
に

よ
っ

て
発

生
す

る
こ

と
や

、
　

適
切

な
対

策
に

よ
っ

て
防

ぐ
こ

と
が

で
き

る
こ

と
を

理
解

す
る

こ
と

　
が

で
き

る
。

１
　

性
感

染
症

の
現

状
、

原
因

、
症

状
を

知
る

と
と

も
に

、
そ

の
予

防
　

対
策

が
必

要
な

こ
と

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
。

２
　

エ
イ

ズ
を

は
じ

め
病

気
や

障
害

が
あ

る
人

に
対

し
て

偏
見

を
持

た
　

ず
、

共
に

支
え

合
っ

て
生

き
て

い
こ

う
と

す
る

態
度

を
身

に
付

け
る

こ
　

と
が

で
き

る
。

指
　

　
導

内
　

　
容

・
発

達
段

階
と

二
次

性
徴

・
男

女
の

体
の

変
化

と
違

い
・
二

次
性

徴
と

ホ
ル

モ
ン

の
関

係
・
月

経
・
射

精
と

受
精

、
妊

娠
・
出

産

・
中

学
生

に
起

こ
る

犯
罪

被
害

・
犯

罪
被

害
の

人
的

要
因

と
そ

の
対

策
・
犯

罪
被

害
の

環
境

要
因

と
そ

の
対

策

・
性

感
染

症
の

種
類

と
特

徴
・
感

染
経

路
と

予
防

・
み

ん
な

が
助

け
合

い
共

に
生

き
る

社
会

の
実

現

題
　

　
材

【
互

い
の

良
さ

を
伝

え
合

お
う

】
【
男

女
交

際
】

【
性

の
問

題
行

動
と

社
会

生
活

】

ね
 ら

 い

１
　

男
女

の
違

い
や

個
人

差
に

つ
い

て
考

え
、

よ
り

良
い

人
間

関
係

　
を

築
く

た
め

の
課

題
を

見
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

２
　

友
達

の
良

さ
を

見
つ

け
る

と
と

も
に

、
互

い
に

認
め

合
い

、
伝

え
　

合
う

こ
と

が
で

き
る

。

１
　

男
女

交
際

の
意

義
を

考
え

、
相

互
が

尊
重

し
合

う
こ

と
の

大
切

　
さ

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

２
　

思
春

期
は

異
性

へ
の

関
心

が
高

ま
る

こ
と

が
あ

る
こ

と
を

理
解

　
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

１
　

性
被

害
防

止
に

対
処

す
る

態
度

を
身

に
つ

け
る

こ
と

が
で

き
る

。
２

　
異

性
に

対
す

る
正

し
い

態
度

を
身

に
つ

け
、

規
則

正
し

い
行

動
を

　
と

る
こ

と
が

で
き

る
。

３
　

性
犯

罪
や

性
の

問
題

行
動

の
実

態
や

原
因

を
理

解
す

る
こ

と
が

　
で

き
る

。

指
　

　
導

内
　

　
容

・
良

さ
を

見
つ

け
る

こ
と

・
伝

え
合

う
こ

と
の

大
切

さ
・
異

性
へ

の
関

心
・
性

的
欲

求
と

性
行

動
・
男

女
交

際

・
性

の
問

題
行

動
の

実
態

や
原

因
・
規

律
あ

る
行

動
と

性
の

問
題

行
動

の
防

止
・
男

女
交

際
の

マ
ナ

ー
と

エ
チ

ケ
ッ

ト

題
　

　
材

互
い

を
認

め
合

う
望

ま
し

い
関

係
思

い
や

り
の

心

ね
 ら

 い

１
　

心
か

ら
信

頼
で

き
る

友
人

を
も

つ
た

め
に

は
、

互
い

の
良

さ
を

　
認

め
合

う
こ

と
が

大
切

で
あ

る
こ

と
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
１

　
友

達
と

し
て

、
互

い
に

相
手

の
よ

き
理

解
者

と
な

る
こ

と
が

で
　

き
る

。
１

　
温

か
い

人
間

愛
の

精
神

を
深

め
、

思
い

や
り

の
心

を
も

っ
て

他
者

　
に

接
し

よ
う

と
す

る
心

情
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

指
　

　
導

内
　

　
容

内
容

項
目

（
B

-
8
）
友

情
、

信
頼

・
男

女
の

考
え

方
の

違
い

・
平

等
で

対
等

な
関

係

内
容

項
目

（
B

-
8
）
友

情
、

信
頼

・
異

性
に

つ
い

て
の

理
解

・
よ

り
豊

か
な

人
間

関
係

内
容

項
目

（
B

-
6
）
思

い
や

り
、

感
謝

・
人

間
愛

の
精

神
・
他

者
に

対
す

る
思

い
や

り
の

心

題
　

　
材

理
科

【
生

命
を

維
持

す
る

働
き

】
家

庭
科

【
わ

た
し

た
ち

の
家

族
、

地
域

】
社

会
科

（
公

民
）
【
福

祉
の

充
実

と
生

活
環

境
の

整
備

】

ね
 ら

 い
１

　
血

液
の

働
き

と
生

命
維

持
の

仕
組

む
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。
１

　
よ

り
よ

い
家

族
環

境
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
１

　
誰

も
が

健
康

で
豊

か
な

生
活

を
お

く
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

に
つ

い
　

て
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

指
　

　
導

内
　

　
容

・
血

液
の

成
分

と
働

き
・
抗

原
、

抗
体

反
応

・
家

族
の

つ
な

が
り

・
家

族
と

地
域

の
つ

な
が

り
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
と

福
祉

の
関

係
・
障

害
者

問
題

・
高

齢
者

問
題

性
に

関
す

る
指

導
　

年
間

指
導

計
画

表

保 健 体 育 （ 保 健 分 野 ） 特 別 活 動 道 徳 科 そ の 他
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実践事例５ Ｅ中学校 第３学年 

横断単元名「未来の自分を考える」 

 

 

 
 
 
 
 

 

この実践のここがポイント！ 

 

                      

 

 

教科等 配時 主な学習活動・内容 主な支援 評価規準（方法） 

保
健
体
育
科 

１ 

性感染症の予防 

○性感染症の特徴をまとめ，比較

する。 

・感染経路と予防対策 

・感染症の特徴 

 

他の感染症と比較し

たエイズ及び性感染症

の特徴を整理し，説明す

る場を設定する。 

 

エイズ及び性感染症の

病理や特性とその予防法

について理解している。

（①：振り返りシート） 

特
別
活
動 

１ 

未来を考える（２—ウ） 

○産婦人科医による講話を聞く。 

・エイズや性感染症の特徴 

○大切なものについてのグルー

プワーク 

・自他を大切にする生き方 

・エイズや性感染症から身を守

るための行動 

・自分の未来に向けて 

 

授業のねらいや学習

内容，伝えて欲しいこと

など，産婦人科医と事前

の打ち合わせを綿密に

行う。 

 

エイズや性感染症につ

いて正しい知識をもとに，

望ましい行動を考え，自他

を大切にする生き方をし

ようとしている。 

（②③：学活ノート） 

家
庭
科 

４ 

★ 

幼児の生活と家族 

○保育園でのふれあい体験を行

う。 

・幼児の特性 

・責任ある行動 

・家族の思い 

○子育て中の教師の講話を聞く。 

○育児シミュレーションを行う。 

・育児に大切なこと 

 

体験や講話，シミュレ

ーションの中で，適宜，

将来の自分をイメージ

できるよう振り返りを

丁寧に行う。 

 

信頼関係を築くことが

幼児の成長に大切である

ことを理解し，自己の行

動に責任をもとうとして

いる。 

（①③：振り返りシート，

様相観察） 

 

育児の喜びや大変さを実感できるように，

自己の未来を描いた後に，地域と連携した保

育園へのふれあい体験学習を実施する。 

関係機関との連携の工夫 

 単 元 計 画 

 

授業のねらいや学習内容，伝えて欲しいこと，

配慮が必要な生徒のことなど，事前に産婦人科医

と綿密に打ち合わせする場を設定する。 

① エイズ及び性感染症の特性とその予防法や幼児の成長に大切なことについて理解することが

できる。【知】 

② 「生命の尊重や望ましい人間関係の構築」と「性に関する正しい知識」を相互に関連付け，自

ら考え適切な意思決定と行動選択ができる。【思・判・表】   

③ 自己の行動に責任をもち，自他を大切にする生き方をしようとしている。【学び】      

教 科 等 横 断 的 単 元の目標

外部講師との連携の工夫

外部講師との連携の工夫

関係機関との連携の工夫
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【本時について】 
「幼児の生活と家族」＜家庭科＞ ★（４／４時間目） 

 

 

 

 

 

☆本時の展開 

 学習活動・内容 

 
 
  

１ 前時までの学習を振り返り，幼児の特性やかかわる

ことの大変さを想起させ，本時のめあてをつかむ。 

 

 

 
 
  

２ 子供を育てる上での疑問や聞いてみたいことを GT

に質問する。 

・泣き止まないときにはどうしたら泣き止みますか。 

・子供を育てる上で，一番大変なことは何ですか。 

・一番の喜びは何ですか。 

 
 
 
  

３ 自分が親である場合の対応について考える「育児シ

ミュレーション」を行う。 

(1)個人で考える。 

 

 

 

 

 

(２)グループで交流する。 

４ GTから話を聞く。 

 
 
 
  

５ 本時の学習をまとめ，次時の学習に見通しをもつ。

・自分もたくさんの愛情をもらって成長した。 

・自分が親になったときは，愛情を持って子供に接した

い。 

 

 

 

 

 

 

 

・信頼関係を築くことが幼児の成長に大切であることを理解することができる。【知】 

幼児の成長のために必要なことは何かを考えよう。

 

幼児とふれあった時の気づきや

抱いた感情を想起させるために、

ふれあい体験での感想を紹介す

る。 

「つかむ」工夫 

 

 本 時 の 目 標

 

評価規準（評価方法） 

信頼関係を築くことが幼児の

成長に大切であることを理解し

ている。（振り返りシートの記

入内容） 

 みつける」工夫

多様な意見に触れることができ

るように、個人の考えを付箋に書

き出し，その後グループに紹介し

ながら全体シートに貼っていくK

J法で進める。疑問に感じたこと

を互いに質問をするよう促す。 

事前・事後の個別指導の具体例 

事前アンケートの結果から，配慮が必要な

生徒に対しては学習内容や方法などを保護者

に理解を得た上で，連携して学習を進める。 

〈場面①〉１才～3 才 
 反抗期に突入。何を言っても「ヤダー」
の一点張り 

目標到達しなかった生徒への対応 

これまでの自分の成長過程を振り返らせ，

幼児の成長に必要なことを考えることができ

るよう個別指導する。 

〈場面②〉４才～６才 
保育園に行きたがらない。出かける時間

になると大泣き 

 

質問しやすい環境を作るため，

生徒にとって身近な子育て中の教

員に GT を依頼する。 

「さぐる」工夫 
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【関係資料】 
☆ 性に関する指導全体計画 
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☆ 家庭科ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 学級活動での様子 

 

【グループで交流している場面】 【説明を受けている場面】 

◎グループ交流の工夫 

・性感染症の内容を取り扱うため男女別でのグループ 

・事前アンケートから異なる考えを持った生徒でのグループ 

・多様な考えを生み出すＫＪ法による交流 

・すぐに交流できる座席配置 
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実践事例６ Ｆ中学校 第１学年 
横断単元名「自分も相手も尊重できる」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

この実践のここがポイント！ 

 

                      

 

 

 

 

教科等 配時 主な学習活動・内容 主な支援 評価規準（方法） 

特
別
活
動 

１ 

今，大切にすること（２－エ） 

○規範意識に関わる講演を聞

く。 

・身近な危険 

・困ったときの解決法 

 

振り返りシートに講

師に対する質問欄を設

け，出てきた質問をまと

め，回答を作成し配布す

る。 

 

思春期に関わる自己の課

題を発見し，よりよい解決

に向けて考え，自己の考え

を発表することができる。

（②：振り返りシート） 

保
健
体
育
科 

２ 

生殖機能の成熟 

○生殖に関わる機能の成熟に

ついて考える。 

・生殖機能の成熟 

・異性の尊重と性情報への対処 

 

自分たちの年齢では，

体や意識にどのような

変化が起きているかを

理解しやすい統計資料

を提示していく。 

 

性機能の成熟は個人差が

あり，異性の尊重，性情報へ

の対処など性に関する適切

な態度や行動の選択が必要

になることを理解してい

る。（①：学習プリント） 

特
別
活
動 

１ 

★ 

異性との望ましい関係 

（２－ウ） 

○ＧＴの講話を聞く。 

○役割演技を取り入れたケー

ススタディを通して考える。 

・自他の人格を尊重すること 

 

当事者の感情を実感

しながら考察していけ

るように，役割演技を取

り入れたケーススタデ

ィを設定する。 

 

性情報への対応について

より身近な問題として捉え，

他者とともによりよく生き

ようとしている。（③：学習プ

リント） 

 

学習後にさらに知りたいことや疑問に思っ

たこと，不安になったことなどを個別に相談で

きる日を設定する。その際，相談したい相手（大

人）を希望できるようにする。 

 単 元 計 画 

 

性に関する指導推進委員会を設置し，生徒

の実態から学習のねらいや内容，方法を検討

し，全教員共通認識を持って計画的に進める

ことができるようにする。 

校内組織の工夫 

教 科 等 横 断 的 単 元 の 目 標 

① 生殖に関わる機能の成熟，性に関する適切な態度や行動の選択の必要性について理解すること

ができる。【知】 

② 思春期に関わる自己の課題を発見し，よりよい解決に向けて考え，自己の考えを発表すること

ができる。【思・判・表】                  

③ 性情報への対応についてより身近な問題として捉え，他者とともによりよく生きようとするこ

とができる。【学び】               

個別指導と集団指導の組合せの工夫 
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【本時について】 
「異性との望ましい関係」＜学級活動（２－ウ）＞ ★（１／１時間目） 

 

 

 

 

 

☆本時の展開 

 学習活動・内容 

 
 
  

１ 前時の保健体育の学習を振り返る。 

・性とどう向き合うか 

２ 本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 
 
  

３ ＧＴ（少年サポートセンター）の講話を聞く。 

・命の大切さについて 

・プライベートゾーンについて 

・ＳＮＳなどで性に関する被害にあわないために 

 

 
 
 
  

４ ケーススタディを行う。 

(1)適切に判断するためのアドバイスを個人で考える。 

・○○くんが別の子に送るかもよ 

・拡散する可能性があるよ 

・やめてほしい 

(2)個人の考えをもとに，役割演技を行う。 

(3)グループで交流し，全体に発表する。 

 
 
 
  

５ 学習のまとめを行い，本時を振り返る。 

・犯罪に巻き込まれる可能性があるから，画像のやり取

りは行わない 

・相手のことだけではなく，自分のことも大切に考えて

行動することが大切 

 

 

 

 

 

 

・性情報への対応についてより身近な問題として捉え，自他を大切にしようとすることができる。

【学び】 

 本 時 の 目 標

事前・事後の個別指導の具体例 

 事後アンケートから，希望がある生徒や

課題を抱える生徒に対して教育相談の機会

を設定する。 

目標到達しなかった生徒への対応例 

インターネット上に公開される被害が後を絶た

ないことを再確認するとともに，被害にあうとそ

の後どのようなことが起こるか想起させる。 

ＧＴの話をもとに，性情報への対応について

考えよう。 

 

保健体育の学習内容を正確に

振り返ることができるように，

プレゼン資料を提示して確認す

るよう促す。 

「つかむ」工夫 

 

評価規準（評価方法） 

自他を大切にしようとするこ

とができる。（学習プリント） 

 「みつける」工夫 

アドバイスを受けたときの気

持ちを実感できるように，個人

でアドバイスを考えた後に，グ

ループごとの役割演技の場を設

定する。 

 

評価規準（評価方法） 

性情報への対応についてより

身近な問題として捉えている。

（振り返りシート） 
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【関係資料】 
☆ ケーススタディでの提示資料 

①            ② 

 

③            ④             ⑤ 

 

 

☆ 学習プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 福岡県庁 HP 中学生向け啓発パンフレット「まんがで学ぼう！デート DV と性暴力」より
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実践事例７ Ｇ中学校 第３学年 
横断単元名「異性との望ましい関係」 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

この実践のここがポイント！ 

 

                      

 

 

 

 

教科等 配時 主な学習活動・内容 主な支援 評価規準（方法） 

保
健
体
育
科 

２ 

感染症の予防 

○性感染症の効果的な予防方法

について考える。 

・エイズ及び性感染症の疾病概

念と感染経路 

・感染のリスクを軽減する効果

的な予防法 

 

エイズ及び性感染症が

現在の社会問題になって

いることを実感できる資

料を提示する。 

 

 

エイズ及び性感染症の

疾病概念と感染経路，効

果的な予防法について理

解している。 

（①：学習プリント） 

特
別
活
動 

２ 

★ 

異性との望ましい関係（２－ウ） 

○助産師による講話を聞く。 

「性感染症・１０代の性につい

て」 

・性感染症の種類やその原因 

・命の神秘性や偶然性 

 

○望ましい関係を築くために必

要なことを考える。 

・性感染症の防ぐこと 

・望ましい関係へ向けての自己

決定 

 

グループ交流を通して

自己の考えを深める場面

や学んだ内容をもとに自

己決定させる場面を多く

設定する。 

 

性感染症の現状を身近

な問題ととらえ，自己の

課題を見出し，解決して

いこうとしている。 

（②：振り返りシート） 

 

異性と望ましい関係を

築くために必要なことを

理解し，自己実現を図ろ

うとすることができる。

（①③：学活ノート） 

 

性に関する指導を実施していくにあたっ

て，学習内容や方法等について事前に保護者

に知らせるとともに，学習終了後の子供たち

の様子も積極的に伝える。 

 単 元 計 画 

教 科 等 横 断 的 単 元 の 目 標 

① エイズ及び性感染症，異性と望ましい関係を築くために必要なことを理解することができる。【知】

② 性感染症が拡大する背景について考え，自己の課題を見出し，解決していくことができる。 

【思・判・表】 

③ 自主的に学習に取り組み，自己実現を図ろうとすることができる。【学び】           

ICT の活用 

保護者との連携の工夫  

自分事として捉えることができるように，同

年齢が主人公である動画教材を使用し，「自分だ

ったらどう行動するか」などの問いをもとにし

た話合い活動を多く設定する。 

ICT の活用 

保護者との連携の工夫 
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【本時について】 
「異性との望ましい関係」＜学級活動（２－ウ）＞★（２／２時間目） 

 

 

 

 

 

 
☆本時の展開 

 学習活動・内容 

 
 
  

１ 前時の助産師の講話の内容を振り返る。 

・性感染症の原因，命の神秘性や偶然性 

 

 

２ 本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 
 
  

３ 望ましい関係を築くために必要なことを考える。 

(1)対等な恋愛関係に関する動画（デート DV 含む）の

前半を視聴し，自分の考えを記入する。 

(2)男女 4 人グループで考えを出し合い，全体に発表す

る。 

(3) 対等な恋愛関係に関する動画の後半を視聴する。 

 

 
 
 
  

４ 学年教員メッセージを聞き，異性との望ましい関係

について考える。 

・自分も相手も大切にできる関係 

・人として信頼し合える関係 

・本音を語り合える関係 

 
 
 
  

５ 学習を振り返り，将来，交際相手と望ましい関係を

作るために，今日から自分にできることは何か考える。

・自分自身を大切にする 

・先を考えて行動する 

・人の気持ちを大切にする 

 
 
 
 
 
 

将来の交際相手との望ましい関係について考え

を深めよう。 

 

自分事として授業に参加で

きるように，前時の講話の内

容を踏まえた自分の未来につ

いて考える場を設定する。 

「つかむ」工夫 

 

評価規準（評価方法） 

異性と望ましい関係を築く

ためには，両者の関係性や対

人関係スキルが深く関わって

いることについて理解してい

る。（学活ノートへの記入内

容） 

・異性と望ましい関係を築くためには，両者の関係性や対人関係スキルが深く関わっているこ 

とを理解できる。【知】 

・異性との望ましい関係を築こうとすることができる。【学ぶ】 

 本 時 の 目 標

 「ふかめる」工夫 

いつでも自分の考えを振り返

ることができるように，学活ノ

ートの表紙の裏に記入させる。 

事前・事後の個別指導の具体例 

生徒と信頼関係のある教師との教育相談を

設定し，相手の立場で物事を考えることがで

きるよう継続して支援する。 

目標到達しなかった生徒への対応例 

帰りの会等で望ましい関係を築くために必

要な信頼，責任感，尊重などに関連する内容

を繰り返し教師から説話していく。 

素敵な未来にするために大切なことは？ 

 

評価規準（評価方法） 

異性との望ましい関係を築こ

うとすることができる。（学

活ノートへの記入内容） 
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【関係資料】 
☆ 板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

☆ 個別指導の例 

【事例１】 

【事例２】 

名前 Ａ（女子） 

■いつ  学習後の学級担任との個人面談時 

■場所  相談室 

■内容  交際相手との関係について 

     （交際相手の嫉妬がひどく、すぐに怒る。怒ったらすぐ無視するが、数日後には優し 

くなって謝ってくる。ずっとその繰り返しでとても嫌な感じがある。） 

■指導の概要 

   彼も真剣に授業に参加していた。お互いが冷静で落ち着いている時に、授業の話題 

から切り出して話し合ってみるよう提案するとともに、困ったことがある時は、いつで

も相談に来るよう伝えた。 

また、本人の了承を得て、養護教諭等関係職員と情報共有した。 

■経過（１か月後） 

自分も意見をしっかり伝えるようにしている。相手が怒ったら、言いたいことをでき

るだけ落ち着いて伝えたりするようにした。ケンカは増えたが、以前のように嫌な感

じではなくなっている。 

名前 Ｂ（養護教諭との信頼関係がある男子） 

■いつ  学習後の保健室来室時 

■場所  保健室 

■対象  学習の振り返りの記述などから課題があると考えられる生徒 

 

 

 

■内容  性感染症についての理解や性行動に関する態度について 

■指導の概要 

保健室にある書籍などを用いて，性感染症やデート DVについての学習を復習した。

また、性行動には、責任、知識、対等な関係が必要であること等を繰り返し確認し 

た。養護教諭と学習した内容については，本人の了承を得て，関係職員と情報共有 

し，経過を観察した。 

■経過（１か月後） 

 養護教諭との会話の中で「性行動で相手を傷付けることもあると思う。」と話す。 

めあて 将来の交際相手との望ましい関係について考えを深めよう 

 

 

前時の講演では                          

                     

明日からでき

ること 

 

 

対等な関係 

責任感

適切な行動 

判断力

あなたが友達

なら・・・？ 

 

 

 

 

素敵な未来にする

ためには？ 

なぜ自分の気

持ちを言えな

いのか 

 

 

 

望ましい関係 

振り返りシートの設問 男子生徒の回答

どうして性感染症になるのか分かりましたか。 分からなかった
性行動によって相手を傷付ける可能性があると思いますか。 ないと思う
特定の相手と交際してみたいと思いますか。 とてもそう思う
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３年  組    番 名前 

☆ ワークシート 

 

３年生学級活動                                    

 

 

 

めあて  将来の交際相手との望ましい関係について考えを深めよう 

 

１ DVD の中の リクとカオリ、あなたが彼らの友達なら、どんな言葉をかけますか。 

 

カオリ「ずっと監視されてるみたいで、いやな時がある…」 

 

あなた「                                」 

 

リク 「デートのたびにお金使わされて、正直つらいよ」 

 

あなた「                                」 

 

２ リクやカオリは、なぜ自分の気持ちを言わないのか、予想を書きましょう。 

 

 

 

 

 

３ 望ましい関係とはどんな関係ですか？今の考えを聞きましょう。 

 

 

 

 

 

 

４ 今日の授業を終えて、明日からできることを記入しましょう。 

 

 

 

 

 

 

私は、今日から次のことを意識して、行動できるようにします。 
 

〇 

 

〇 
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